










































































































































































































































































































































































情報学研究の歩み 第20集），日外アソシエ  ー
ツ，2001.1,p.9-23. 
20）清水隆「JLA『基準ワーキンググループ』の受け 
止め方と現場での活用に向けて」『図書館雑誌』 
95(5),2001.5,p 314-315. 
21）前田章夫「図書館法の活性化のために－『望ま 
しい基準』の活用に向けて」『図書館雑誌』95 
(5),2001.5,p316-317. 
22）日本図書館協会図書館の基準のあり方を検討す 
るワーキング・グループ『公立図書館の設置及 
び運営上の望ましい基準 活用の手引き』2001． 
11,46p. 
 
 
 [抄録] 
本研究の目的は、「公立図書館の設置及び運営
上の望ましい基準」（2001年文部科学省告示第132
号）の検討過程と内容について検討し、その主な
特徴の一つである、①数値目標の削除、②参考資
料の添付、③自己点検・評価の3点がどのような
議論から形成されたのかを明らかにすることであ
る。 
研究方法としては文献研究を用いた。「望まし
い基準」に関する文献を収集し、①～③の形成過
程と内容に着目した。①では、国の地方分権政策
との関係、③では、文科省による教育全般におけ
る自己点検・評価の取り組みを検討する。 
①数値基準の削除については、『図書館雑誌』で
は、政府の地方分権政策の影響であることが示さ
れなかったため、そのことが図書館関係者に理解
されていないと思われること、②参考資料の添付
については、これまでの問題点の解決に成功し、
高い目標を示している点は評価できるが、数値デ
ータの内容が不十分であること、③自己点検・評
価については、後に図書館法の改正の際に取り入
れられ、重要性が高いこと、大学評価における文
部省の政策が導入されたもので、基準に関する雑
誌記事では、一部の論者を除いて、十分議論され
ていないことが明らかになった。 
――――――――――――――― 
本稿は、下記の文献の誤植を訂正し、抄録を付加
したものです。 
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